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災
害

気
温

　
今
年
８
月
３
日
か
ら
の
記
録

的
な
大
雨
に
よ
り
、本
県
を
は
じ

め
、山
形
県
や
新
潟
県
な
ど
東

北
・
北
陸
地
方
の
広
い
範
囲
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

本
市
で
も
、Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
の
濁

川
橋
り
ょ
う
の
崩
落
や
、国
道
１

２
１
号
大
峠
区
間
の
山
形
県
側

の
崩
落
に
よ
る
通
行
止
め
を
は

じ
め
、道
路
、農
地
、住
宅
な
ど
に

多
く
の
被
害
が
発
生
し
、産
業
や

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨（
西
日
本

豪
雨
）や
、毎
年
続
々
と
日
本
を

襲
う
猛
烈
な
勢
力
の
台
風
に
よ

る
被
害
な
ど
、日
本
に
お
け
る
大

雨
の
発
生
件
数
は
、こ
こ
30
年
間

で
お
よ
そ
１
・
４
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
。ま
た
、海
外
で
も
今

年
、国
土
の
３
分
の
１
が
水
没
し

た
と
さ
れ
る
パ
キ
ス
タ
ン
、洪
水

に
見
舞
わ
れ
た
と
さ
れ
る
南

ス
ー
ダ
ン
と
、想
像
を
絶
す
る
豪

雨
災
害
が
近
年
世
界
各
地
で
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
豪
雨
だ
け
で
は

な
く
、熱
波
や
異
常
な
高
温
、干

ば
つ
、山
火
事
、熱
帯
性
感
染
症

の
移
入
な
ど
、気
候
変
動
に
よ
る

影
響
は
、今
や「
気
候
危
機
」と
呼

ば
れ
る
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
の
引
き
金
と
な
っ
て

い
る
の
が
地
球
温
暖
化
で
す
。

広報きたかた　2022. 12　③ 広報きたかた　2022. 12　②☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　
日
本
気
象
協
会
は
、観
測
史
上

初
め
て
６
月
に
40
℃
以
上
を
観

測
す
る
な
ど
、最
高
気
温
が
40
℃

を
超
え
る
日
が
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
か
ら
、気
象
庁
の
予
報
用

語
で
あ
る
、最
高
気
温
が
35
℃

以
上
の
日
を
指
す「
猛
暑
日
」を

超
え
る
独
自
の
名
称
と
し
て
、最

高
気
温
が
40
℃
以
上
の
日
を

「
酷
暑
日
」と
命
名
し
ま
し
た
。近

年
、地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、猛

烈
な
暑
さ
の
日
数
が
増
加
し
て

お
り
、そ
の
原
因
が
二
酸
化
炭
素

や
メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
で
す
。

　
産
業
革
命
以
降
の
人
間
の
活

動
に
よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
が

大
気
中
に
排
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

世
界
平
均
気
温
は
約
１
℃
上
昇

し
、自
然
界
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
れ
が
地
球

温
暖
化
と
気
候
変
動
で
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
、温
暖

化
の
最
大
の
要
因
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
は
、主
に
化
石
燃
料（
石

炭
、石
油
、天
然
ガ
ス
な
ど
）を
燃

焼
さ
せ
る
と
発
生
し
ま
す
。

生
活
に
不
可
欠
な
電
気
や
お
湯
、

暖
房
、自
動
車
な
ど
に
は
大
量
の

化
石
燃
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、同
じ
よ
う
に
化
石
燃
料
を

使
用
し
続
け
、温
室
効
果
ガ
ス
濃

度
が
さ
ら
に
上
昇
し
続
け
る
と
、

世
界
平
均
気
温
は
今
世
紀
末
ま

で
に
最
大
６
℃
近
く
上
昇
す
る

と
予
測
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ま
で

以
上
に
気
候
変
動
の
影
響
が
深

刻
化
し
、私
た
ち
の
社
会
・
経
済

活
動
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　刻
化
す
る
気
候

変
動
の
影
響

▲崩落したJR磐越西線の「濁川橋りょう」

「
私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
た
め
に
」

地
球
温
暖
化

球
温
暖
化
と
そ
の
原
因

最高気温

40℃

35℃

30℃

25℃

酷暑日

猛暑日

真夏日

夏日

（気象庁データより喜多方市作成）

「
私
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
た
め
に
」

地
球
温
暖
化

深

年々上昇していることから、温暖化が進んでいます。

地

（全国地球温暖化防止推進センター）

このままだと…
私たちの生活が危ない！
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脱
炭
素

　
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
主
な
排
出
源
で
あ
る

化
石
燃
料
の
利
用
を
減
ら
す
た

め
、省
エ
ネ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
化
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
、電
気
自
動
車
・
蓄
電

池
な
ど
の
利
用
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、

屋
根
上
な
ど
自
家
消
費
型
の
太

陽
光
発
電
や
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど

家
庭
や
小
規
模
の
事
業
所
も
導

入
し
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
、県
、国
で
は
、家
庭
向
け
、事

業
者
向
け
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
、電
気
自
動
車
の
導
入

な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、身
近
で
で
き
る
取
り
組

み
も
多
く
あ
り
、例
え
ば「
ご
み

の
減
量
化
」が
あ
り
ま
す
。ご
み

に
な
る
も
の
を
減
ら
す「
リ

デ
ュ
ー
ス
」、も
の
を
繰
り
返
し

使
う「
リ
ユ
ー
ス
」、再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
」の
３
Ｒ
を
意
識

し
て
、身
の
回
り
の
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
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津
地
域
の
豊
富
な
森
林
資

　
　
源
は
地
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。地
元
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
元
で
使
っ
て
い

く
森
林
資
源
の
持
続
的
な
活
用

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
蔵
の
湯
」の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
は
、喜
多
方
市
と
ふ
る

さ
と
振
興（
株
）と
協
議
、構
想
を

重
ね
な
が
ら
今
年
４
月
に
本
格

稼
働
し
ま
し
た
。カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
、燃

や
す
材
料
に
は
林
業
で
使
わ
な

く
な
っ
た
木
材
か
ら
で
き
た
木

質
チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

公
害
に
な
る
臭
い
煙
も
出
ま
せ

ん
し
、他
の
場
所
で
も
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
導
入
で
き
れ
ば
木
の

需
要
が
上
が
り
、林
業
が
活
性
化

す
る
こ
と
か
ら
、地
域
産
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
喜
多
方
は
森
林
に
囲
ま
れ
て

い
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海
」だ
と

思
い
ま
す
。森
林
活
用
は
ま
だ
ま

だ
出
来
ま
す
し
、木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
発
熱
所
は
環
境
面
・
経
済

面
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
か
ら
、会
津
全
体
に
展
開
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
が

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
、利
用
者
が

増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

▲

市
役
所
に
導
入
し
た
電
気
自
動
車

蔵の湯西側駐車場内に令和 3 年
11 月完成。令和４年４月本格稼働。
●ウッドチップボイラ１基
　出力 230ｋＷ
設置管理運営：会津森林活用機構㈱

二酸化炭素排出量
約▲250ｔ-CO2 ／年

約７割削減！

暖
化
を
食
い
止
め

る
た
め
に

温

　道の駅喜多の郷にある温泉施設「蔵の湯」では、木材の端材などから作られたチップを燃料にする「木質
バイオマスボイラ」を設置しました。今年４月から、灯油ボイラに代わって温泉の加温、給湯、床暖房など
に使用しています。この新たに導入した木質バイオマスボイラによって、灯油使用量が約８割削減され、
二酸化炭素の排出量が約７割削減されます。
　木は成長によって二酸化炭素を吸収することから、燃やしても二酸化炭素の排出が実質ゼロになる
カーボンニュートラルな燃料であり、地元産の資源を使用することで、輸送に伴う二酸化炭素の排出も極
力抑えることができる、古くから利用されてきた地球に優しい地産地消のエネルギー源です。また、木材
の製造に伴って、森林の整備が適切に行われることになり、森林が二酸化炭素を吸収する力が促進され、
里山の生態系の保全や山の保水力の維持にもつながります。森林がおよそ７割を占める本市において、木
質バイオマスは特に重要な再生可能エネルギーの一つです。

「蔵の湯」森林エネルギーを活用「蔵の湯」森林エネルギーを活用

地球に優しくなった蔵の湯へ行ってみんべぇ

豊かな森へ
Interview

会津森林活用機構株式会社  取締役
こ   ばやし　   やす   ひさ

小林  靖尚さん

❹

❺

❶

❷

❸

❶広葉樹や間伐材などの切削チップを１回に約
３トン投入します。❷投入したチップを燃やし
て、熱にします。❸マルチサイクロンにより、灰
などを出ないように取り除いていきます。❹蓄
熱タンクに貯められた熱は、蔵の湯の温泉だけ
でなく、床暖房や給湯にも使われています。❺黒
煙が出ることや煙の臭いもしないため、公害の
心配はありません。

会
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な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
主
な
排
出
源
で
あ
る

化
石
燃
料
の
利
用
を
減
ら
す
た

め
、省
エ
ネ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
化
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
や
、電
気
自
動
車
・
蓄
電

池
な
ど
の
利
用
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
、

屋
根
上
な
ど
自
家
消
費
型
の
太

陽
光
発
電
や
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど

家
庭
や
小
規
模
の
事
業
所
も
導

入
し
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

市
、県
、国
で
は
、家
庭
向
け
、事

業
者
向
け
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
、電
気
自
動
車
の
導
入

な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、身
近
で
で
き
る
取
り
組

み
も
多
く
あ
り
、例
え
ば「
ご
み

の
減
量
化
」が
あ
り
ま
す
。ご
み

に
な
る
も
の
を
減
ら
す「
リ

デ
ュ
ー
ス
」、も
の
を
繰
り
返
し

使
う「
リ
ユ
ー
ス
」、再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
」の
３
Ｒ
を
意
識

し
て
、身
の
回
り
の
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
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津
地
域
の
豊
富
な
森
林
資

　
　
源
は
地
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。地
元
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
元
で
使
っ
て
い

く
森
林
資
源
の
持
続
的
な
活
用

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　「
蔵
の
湯
」の
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
は
、喜
多
方
市
と
ふ
る

さ
と
振
興（
株
）と
協
議
、構
想
を

重
ね
な
が
ら
今
年
４
月
に
本
格

稼
働
し
ま
し
た
。カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
観
点
か
ら
、燃

や
す
材
料
に
は
林
業
で
使
わ
な

く
な
っ
た
木
材
か
ら
で
き
た
木

質
チ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

公
害
に
な
る
臭
い
煙
も
出
ま
せ

ん
し
、他
の
場
所
で
も
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
導
入
で
き
れ
ば
木
の

需
要
が
上
が
り
、林
業
が
活
性
化

す
る
こ
と
か
ら
、地
域
産
業
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
喜
多
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は
森
林
に
囲
ま
れ
て
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
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と
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ま
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。森
林
活
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は
ま
だ
ま

だ
出
来
ま
す
し
、木
質
バ
イ
オ
マ
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の
発
熱
所
は
環
境
面
・
経
済

面
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
か
ら
、会
津
全
体
に
展
開
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
が

ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
、利
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者
が
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え
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
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市
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所
に
導
入
し
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気
自
動
車

蔵の湯西側駐車場内に令和 3 年
11 月完成。令和４年４月本格稼働。
●ウッドチップボイラ１基
　出力 230ｋＷ
設置管理運営：会津森林活用機構㈱
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約▲250ｔ-CO2 ／年

約７割削減！

暖
化
を
食
い
止
め

る
た
め
に

温
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バイオマスボイラ」を設置しました。今年４月から、灯油ボイラに代わって温泉の加温、給湯、床暖房など
に使用しています。この新たに導入した木質バイオマスボイラによって、灯油使用量が約８割削減され、
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　木は成長によって二酸化炭素を吸収することから、燃やしても二酸化炭素の排出が実質ゼロになる
カーボンニュートラルな燃料であり、地元産の資源を使用することで、輸送に伴う二酸化炭素の排出も極
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❶

❷

❸
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でなく、床暖房や給湯にも使われています。❺黒
煙が出ることや煙の臭いもしないため、公害の
心配はありません。
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市
功
労
者
を
表
彰

◆
多
年
に
わ
た
り
監
査
委
員
と
し
て
適
正

な
行
財
政
運
営
の
推
進
に
貢
献

　遠
藤  

英
昭（
黒
川
）

◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

進
展
に
貢
献

　故
清
島  

衞（
五
枚
沢
）

　故
佐
藤  

國
雄（
漆
窪
）

　竹
田  

朝
雄（
松
ケ
丘
）

◆
多
年
に
わ
た
り
会
北
史
談
会
の
要
職
に

就
か
れ
、文
化
の
振
興
に
貢
献

　冨
田  

國
衛（
上
三
宮
一
区
）

◆
多
年
に
わ
た
り
喜
多
方
観
光
物
産
協
会

の
要
職
に
就
か
れ
、観
光
物
産
の
振
興
に

貢
献　冠

木  

紳
一
郎（
下
町
南
部
）

　天
野  

光
雄（
吹
荻
）

◆
多
年
に
わ
た
り
き
た
か
た
商
工
会
お
よ

び
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の
要
職
に
就
か

れ
、商
工
業
お
よ
び
観
光
物
産
の
振
興
に

貢
献　田

代  

衞（
木
曽
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
保

健
衛
生
の
向
上
に
貢
献

　井
草  

通
子（
新
町
）

　大
塚  

久
高（
北
桜
ガ
丘
）

◆
多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
保
健
衛

生
の
向
上
に
貢
献

　鳴
瀬  

淑（
月
見
町
）
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◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
に
貢
献

　飯
野  

光
二（
五
分
一
）

　加
藤  

清
志（
芦
平
）

　新
明  

篤
史（
綾
金
）

　鈴
木  

一
夫（
上
高
額
）

　大
竹  

浩
昭（
大
沢
）

　物
江  

新
市（
竹
屋
）

　板
橋  

忠
良（
藤
沢
）

　岩
城  

雅
仁（
広
野
）

　斎
藤  

誠（
小
布
瀬
原
）

◆
御
尊
父
の
遺
志
に
よ
り
、地
域
医
療
の

進
展
の
た
め
多
額
の
金
員
を
寄
附
し
、市

政
進
展
に
貢
献

　佐
原  

圭（
岩
手
県
）

◆
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
多
額
の
金
員

を
寄
附
し
、市
政
進
展
に
貢
献

　只
木  

誠（
埼
玉
県
）

◆
市
政
進
展
の
た
め
絵
画「
渇
」を
寄
贈

　齋
藤  

勝
正（
福
島
市
）

◆
公
共
施
設
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
た

め
純
銀
イ
オ
ン
水
を
寄
附
し
、市
政
進
展

に
貢
献

　荒
川
産
業
株
式
会
社

　代
表
取
締
役  

荒
川  

健
吉（
東
四
ッ
谷
）

◆
多
額
の
金
員
を
寄
附
し
、市
政
進
展
に

貢
献　滝

谷
建
設
工
業
株
式
会
社

　代
表
取
締
役
社
長  

田
中  

智
仁

　（三
島
町
）

　明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　（栄
町
）

◆
ア
イ
デ
ミ
き
た
か
た
の
安
全
安
心
な
利

用
促
進
の
た
め
オ
ゾ
ン
除
菌
・
脱
臭
器
を

寄
附
し
、市
政
進
展
に
貢
献

　八
ッ
橋
設
備
株
式
会
社

　代
表
取
締
役  

八
ッ
橋  

善
朗

　（会
津
若
松
市
）

  

総
務
課  

行
政
班

☎（
24
）５
２
０
４

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど
　
個
人
・
団
体
が
受
賞

11
月
９
日（
水
）、喜
多
方
市
表
彰
式
を
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、受
賞
者
を
代
表

し
、遠
藤
英
昭
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

自

　治

　功

　労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

産
業
経
済
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

善

　
　
　
　行

問

▲代表謝辞を述べる遠藤  英昭さん

秋
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者

石堂  常世さん
（喜多方  西四ツ谷）

瑞
宝
中
綬
章

　早
稲
田
大
学
教
授
と
し
て
、多
年

に
わ
た
り
学
生
・
院
生
に
教
育
学

を
指
導
す
る
傍
ら
、フ
ラ
ン
ス
教
育

哲
学
を
通
し
日
仏
学
術
交
流
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。現
在
は
市
の
文
化

振
興
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。中森  正守さん

（喜多方  南町）

瑞
宝
双
光
章

　昭
和
55
年
、陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

し
、地
対
空
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の

整
備
・
部
隊
の
運
用
訓
練
に
携
わ
る

と
と
も
に
、高
射
学
校
の
教
官
・
部

隊
の
中
隊
長
等
を
務
め
国
防
強
化
お

よ
び
後
進
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

峯岸  幸英さん
（熱塩加納町  五目）

藍
綬
褒
章

　保
護
司
と
し
て
、23
年
に
わ
た
り

保
護
観
察
対
象
者
の
立
ち
直
り
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、再
犯
防
止
活

動
や
地
域
社
会
の
安
全
、住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

なかもり   まさもり いしどう   つね  よ

みねぎし   こうえい
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労
な
ど
　
個
人
・
団
体
が
受
賞

11
月
９
日（
水
）、喜
多
方
市
表
彰
式
を
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、受
賞
者
を
代
表

し
、遠
藤
英
昭
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

自

　治

　功

　労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

産
業
経
済
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

善

　
　
　
　行

問

▲代表謝辞を述べる遠藤  英昭さん

秋
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者

石堂  常世さん
（喜多方  西四ツ谷）

瑞
宝
中
綬
章

　早
稲
田
大
学
教
授
と
し
て
、多
年

に
わ
た
り
学
生
・
院
生
に
教
育
学

を
指
導
す
る
傍
ら
、フ
ラ
ン
ス
教
育

哲
学
を
通
し
日
仏
学
術
交
流
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。現
在
は
市
の
文
化

振
興
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。中森  正守さん

（喜多方  南町）

瑞
宝
双
光
章

　昭
和
55
年
、陸
上
自
衛
隊
に
入
隊

し
、地
対
空
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の

整
備
・
部
隊
の
運
用
訓
練
に
携
わ
る

と
と
も
に
、高
射
学
校
の
教
官
・
部

隊
の
中
隊
長
等
を
務
め
国
防
強
化
お

よ
び
後
進
育
成
に
尽
力
し
ま
し
た
。

峯岸  幸英さん
（熱塩加納町  五目）

藍
綬
褒
章

　保
護
司
と
し
て
、23
年
に
わ
た
り

保
護
観
察
対
象
者
の
立
ち
直
り
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、再
犯
防
止
活

動
や
地
域
社
会
の
安
全
、住
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

なかもり   まさもり いしどう   つね  よ

みねぎし   こうえい



　
日
中
、保
護
者
の
就
労
な
ど
に

よ
り
留
守
家
庭
に
な
る
児
童
を

対
象
に
、学
校
の
授
業
終
了
後
の

生
活
の
場
を
提
供
し
、遊
び
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
児
童
の
健
全

育
成
を
図
る
た
め
、放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象  

保
護
者
が
就
労
な
ど
に

よ
り
日
中
に
い
な
い
家
庭
の
小

学
校
就
学
児
童

経
費

①
負
担
金  

月
額
２
０
０
０
円（
同

時
に
兄
弟
な
ど
で
利
用
の
場
合
、

２
人
目
以
降
か
ら
児
童
１
人
に

つ
き
月
額
１
０
０
０
円
）

※
令
和
５
年
度
か
ら
口
座
振
替

で
の
納
入
に
な
り
ま
す
。

②
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費  

児
童

一
人
に
つ
き
月
額
２
０
０
０
円

③
そ
の
他  

保
護
者
会
費
な
ど

申
し
込
み
方
法  

各
施
設
に
備

え
付
け
の
申
請
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
）で
12
月

５
日（
月
）〜
23
日（
金
）の
間
に

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間  

日
曜
、祝
日
を
除
く

午
後
１
時
〜
６
時

※

各
総
合
支
所
窓
口
は
土
、日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

　
　
　
各
実
施
施
設
ま
た
は
各

総
合
支
所
住
民
課

広報きたかた　2022. 12　⑨ 広報きたかた　2022. 12　⑧☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

　
　
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、よ
り

　
　
望
ま
し
い
学
習
環
境
の
確

保
を
目
指
し
、小
中
学
校
の
適
正

規
模
と
学
校
配
置
に
関
し
て
、審

議
会
な
ど
で
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、小

中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
実

施
計
画（
案
）に
つ
い
て
の
保
護

者
お
よ
び
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
市
内

全
て
の
小
学
校
区
17
カ
所
で
開

催
し
ま
し
た
。

　
計
画（
案
）で
は
、現
在
の
小
学

校
17
校
・
中
学
校
７
校
を
、小
学

校
９
校
・
中
学
校
５
校
に
統
合

す
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、皆
さ

ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、庁
内
検
討
委

員
会
や
審
議
会
な
ど
の
各
種
会

議
で
、実
施
計
画（
案
）の
検
討
を

更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

学
校
教
育
課  

管
理・指
導
班

☎（
24
）５
３
１
４

問

小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催

令和５年度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

登
録
申
請
受
け
付
け
開
始

問
申

実　施　期　間

実　施　時　間

令和５年４月～令和６年３月

下校時～午後６時

（日・祝日および年末年始などを除く）

（土曜日および春・夏・冬休み期間は午前８時～午後６時）

放課後児童クラブの一覧
児童クラブ名 実施施設 電話番号 募集人数 対象学区 受入学年

中 央 中央児童館 ☎（22）1766 70 人
第一小

１～３

し き み
第一小学校内

☎（22）1851 １～６
ＮＴＴ喜多方ビル内

喜 多 方 喜多方児童クラブ館
☎（22）8055 100 人

100 人

第二小 １～６
第二小学校内

松 山 松山児童クラブ館 ☎（23）2191 60 人 松山小 １～６
上 三 宮 上三宮児童クラブ館 ☎（23）1367 40 人 上三宮小 １～６
岩 月 岩月児童クラブ館 ☎（23）1368 50 人 第三小 １～６
関 柴 関柴児童館 ☎（22）1190 40 人 関柴小 １～６
熊 倉 熊倉児童クラブ館 ☎（25）7729 50 人 熊倉小 １～６
慶 徳 慶徳児童クラブ館 ☎（24）2485 50 人 慶徳小 １～６
豊 川 豊川児童クラブ館 ☎（24）2590 50 人 豊川小 １～６

熱 塩 加 納 伝田館内 熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2113 40 人 熱塩小

加納小 １～６

塩 川
塩川児童クラブ館

塩川総合支所住民課
☎（27）2019

180 人 塩川小 １～６
塩川保健福祉センター

堂 島 堂島児童クラブ館 40 人 堂島小 １～６
姥 堂 姥堂小学校内 25 人 姥堂小 １～６
駒 形 駒形児童クラブ館 50 人 駒形小 １～６

や ま と 山都小学校内 山都総合支所住民課
☎（38）3821 35 人 山都小 １～６

高 郷 高郷児童クラブ館 高郷総合支所住民課
☎（44）2113 40 人 高郷小 １～６

※実施施設および募集人員などは、変更になることがあります。
※募集人員を超えた場合は、低学年を優先、または選考により決定します。

◆
今
後
の
進
め
方

主な意見から見た全体の傾向

保護者の意見

地域住民の意見

子

　保護者と地域住民それぞれから、統合の方向
性に賛同するもの、統合の早期実施を望むもの、
学校の存続を望むもの、統合となった場合の通
学手段に関するもの、統合パターンの具体的な
提案など、さまざまな意見がありました。

　子どもの教育上の課題を重視し、統合に対し
て肯定的な意見が比較的多くありました。

　学校がなくなることによる地域の衰退への懸
念が強く、統合に対して否定的な意見が多くあ
りました。

校名 区分 R4 R10
児童数 398 376
学級数 15 14
児童数 313 311
学級数 13 13
児童数 142 113
学級数 7 6
児童数 15 26
学級数 3 4
児童数 78 40
学級数 6 4
児童数 99 86
学級数 6 6
児童数 68 50
学級数 6 5
児童数 108 77
学級数 6 6
児童数 47 37
学級数 4 4
児童数 39 27
学級数 4 3
児童数 48 31
学級数 5 4
児童数 54 31
学級数 5 3
児童数 394 354
学級数 14 13
児童数 50 36
学級数 4 4
児童数 59 48
学級数 5 5
児童数 77 57
学級数 6 6
児童数 57 33
学級数 6 4
児童数 2,046 1,733
学級数 115 104

駒形小

山都小

高郷小

計

一小

二小

松山小

上三宮小

三小

関柴小

熊倉小

豊川小

慶徳小

熱塩小

加納小

堂島小

塩川小

姥堂小

校名 区分 R4 R16
生徒数 256 193
学級数 9 8
生徒数 258 218
学級数 9 9
生徒数 185 104
学級数 6 5
生徒数 36 28
学級数 3 3
生徒数 244 200
学級数 9 9
生徒数 56 27
学級数 3 3
生徒数 26 11
学級数 3 2
生徒数 1,061 781
学級数 42 39

山都中

高郷中

計

一中

二中

三中

会北中

塩川中

・網掛けは、複式学級を含んでいます。
・R4 年度は 5 月 1 日現在の普通学級人数およ
び学級数で、特別支援学級を含みません。
・小学校の R10 年度および中学校の R16 年度
は住民基本台帳を基に推計しています。

【児童生徒数の現状と見込み】
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180 人 塩川小 １～６
塩川保健福祉センター
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☎（44）2113 40 人 高郷小 １～６

※実施施設および募集人員などは、変更になることがあります。
※募集人員を超えた場合は、低学年を優先、または選考により決定します。

◆
今
後
の
進
め
方

主な意見から見た全体の傾向

保護者の意見

地域住民の意見

子

　保護者と地域住民それぞれから、統合の方向
性に賛同するもの、統合の早期実施を望むもの、
学校の存続を望むもの、統合となった場合の通
学手段に関するもの、統合パターンの具体的な
提案など、さまざまな意見がありました。

　子どもの教育上の課題を重視し、統合に対し
て肯定的な意見が比較的多くありました。

　学校がなくなることによる地域の衰退への懸
念が強く、統合に対して否定的な意見が多くあ
りました。

校名 区分 R4 R10
児童数 398 376
学級数 15 14
児童数 313 311
学級数 13 13
児童数 142 113
学級数 7 6
児童数 15 26
学級数 3 4
児童数 78 40
学級数 6 4
児童数 99 86
学級数 6 6
児童数 68 50
学級数 6 5
児童数 108 77
学級数 6 6
児童数 47 37
学級数 4 4
児童数 39 27
学級数 4 3
児童数 48 31
学級数 5 4
児童数 54 31
学級数 5 3
児童数 394 354
学級数 14 13
児童数 50 36
学級数 4 4
児童数 59 48
学級数 5 5
児童数 77 57
学級数 6 6
児童数 57 33
学級数 6 4
児童数 2,046 1,733
学級数 115 104

駒形小

山都小

高郷小

計

一小

二小

松山小

上三宮小

三小

関柴小

熊倉小

豊川小

慶徳小

熱塩小

加納小

堂島小

塩川小

姥堂小

校名 区分 R4 R16
生徒数 256 193
学級数 9 8
生徒数 258 218
学級数 9 9
生徒数 185 104
学級数 6 5
生徒数 36 28
学級数 3 3
生徒数 244 200
学級数 9 9
生徒数 56 27
学級数 3 3
生徒数 26 11
学級数 3 2
生徒数 1,061 781
学級数 42 39

山都中

高郷中

計

一中

二中

三中

会北中

塩川中

・網掛けは、複式学級を含んでいます。
・R4 年度は 5 月 1 日現在の普通学級人数およ
び学級数で、特別支援学級を含みません。
・小学校の R10 年度および中学校の R16 年度
は住民基本台帳を基に推計しています。

【児童生徒数の現状と見込み】
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レ
セ
プ
ト
で
分
か
る

医
療
費
の
状
況

　
下
表
は
令
和
３
年
度
の
レ
セ

プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
医
療
費
の
状

況
を
、福
島
県
全
体
と
比
較
し

た
も
の
で
す
。

　
県
平
均
に
比
べ
、受
診
率
は

低
い
で
す
が
、１
人
当
た
り
の

医
療
費
は
約
４
万
円
高
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、30
万
円
以
上
の
入
院

レ
セ
プ
ト
が
多
く
な
っ
て
い
る

背
景
に
は
、自
覚
症
状
で
判
断

し
て
し
ま
い
、症
状
が
出
て
か

ら（
重
症
化
）医
療
機
関
を
受
診

し
、大
規
模
な
治
療
が
必
要
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、治
療
後
の

入
院
が
長
期
化
す
る
こ
と
で
、

治
療
に
か
か
る
総
費
用
が
高
額

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
医
療
負
担
を
減
ら

す
た
め
に
は
、重
症
化
し
て
し

ま
う
前
に
定
期
健
診
な
ど
を
受

診
し
、早
期
発
見
・
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

レセプトは診療料金の内訳が
分かる明細書、つまりは買い物
内訳が分かるレシートのよう
なものです。

レセプトって？
　私たちが医療機関で診療を受ける際、保
険証を見せて、診療費用の一部を支払いま
す。残りの診療費用を病院など医療機関が
保険者（健康保険組合、共済組合、市町村な
ど）に請求します。この時必要になる請求
明細書が「レセプト」です。

から見る
喜多方の健康課題
医療費

令和３年度の総医療費
総医療費 １人当たり医療費 総人口 受診率（1000 人中）

喜多方市 40 億 5364 万 2420 円 37 万 7399 円 4 万 8244 人 672.724 人
福島県平均 1349 億 7086 万 5950 円 33 万 9220 円 189 万 1460 人 738.373 人

生活習慣病保有率 30 万円以上の入院レセプト ６カ月以上の入院レセプト
喜多方市 41.5％ ２．０％ ０.９％

福島県平均 43.1％ １.４％ ０.５％
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入
院
・
外
来
か
ら
見

る
医
療
費

　
一
般
的
に
「
入
院
治
療
」
は

重
症
化
し
て
し
ま
っ
た
病
気
や

ケ
ガ
の
治
療
で
あ
る
た
め
、「
外

来
治
療
」
に
比
べ
て
、費
用
が

高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
は
市
の
入
院
治
療
と

外
来
治
療
の
件
数
の
割
合
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
額
の
割
合
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　

件
数
は
入
院
が
3.9
%
で
す

が
、費
用
額
を
見
る
と
47
%
と

全
体
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
入
院
治
療
は
少
数
で
も
費

用
が
大
幅
に
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
が

重
要
で
す

　
続
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
疾

患
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

る
の
か
、そ
の
割
合
を
見
て
い

き
ま
す
。

　

入
院
医
療
費
で
は
、「
脳
梗

塞
」と「
虚
血
性
心
疾
患
」が
あ

り
ま
す
。ま
た
、外
来
医
療
費
の

割
合
で
も
糖
尿
病
・
高
血
圧
・

腎
不
全
と
い
っ
た
生
活
習
慣
に

起
因
す
る
疾
病
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、生
活
習
慣

を
改
善
す
る
だ
け
で
も
医
療
費

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

内
容
風
し
ん
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、抗
体
保
有
率
の
低

い
世
代
の
男
性
に
対
す
る
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

風
し
ん
に
罹
患
す
る
こ
と

で
、稀
に
脳
炎
や
血
小
板
減
少

性
紫
斑
病
な
ど
の
合
併
症
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
ず
に
自
然
に
感
染
し
た

場
合
は
、発
症
の
１
週
間
前
か

ら
周
り
に
い
る
人
に
う
つ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊

婦
が
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
と
、出
生
児
が
先
天
性
風

疹
症
候
群（
難
聴
・
先
天
性
心

疾
患
・
白
内
障
・
網
膜
症
な
ど
）

を
発
症
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
だ
、検
査
を
行
っ
て
い
な

い
方
で
希
望
す
る
方
は
、ク
ー

ポ
ン
券
を
再
発
行
し
ま
す
。

対
象
者

風
し
ん
抗
体
検
査
︙
昭
和
37
年

４
月
２
日
～
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性

風
し
ん
予
防
接
種
︙
風
し
ん
抗

体
検
査
を
受
検
し
た
結
果
、抗

体
価
が
基
準
に
満
た
な
い
方

実
施
期
間
令
和
５
年
３
月
31

日（
金
）ま
で

実
施
方
法
職
場
の
健
診
、各

医
療
機
関（
要
予
約
）で
、ク
ー

ポ
ン
券
を
使
用
し
て
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

費
用
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

と
も
に
無
料

※
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

が
、２
０
２
２
年
２
月
と
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、２
０
２
３
年

２
月
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

※
ク
ー
ポ
ン
券
再
発
行
に
つ
い

て
は
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
抗
体
検
査
の
結
果
、

風
し
ん
予
防
接
種
該
当
で
未
接

種
の
方
は
、お
早
め
に
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

風
し
ん
追
加
的
対
策
の
抗
体
検
査
は
お
済
み
で
す
か
？

入　　院
傷 病 名 費用割合（％）

新生物（がん） 17.6
精 神 疾 患 15.0
循 環 器 疾 患 14.4
神 経 疾 患 9.5
筋骨格系疾患 9.4

入院医療費全体を 100％として計算

外　　来
傷 病 名 費用割合（％）

新生物（がん） 19.6
内分泌系疾患 13.8
循 環 器 疾 患 13.2
尿路性器疾患 11.5
筋骨格系疾患 7.6

外来医療費全体を 100％として計算

生活習慣に起因する
疾患の内訳

糖尿病 ９.２
脂質異常症 ３.３

高血圧性疾患 ６.８
その他心疾患 ４.２
虚血性心疾患 １.４

腎不全（透析含む） ９.６

生活習慣に起因する
疾患の内訳

脳梗塞 ３.１
虚血性心疾患 ２.８

（％）
費用額の割合 件数の割合

0 20 40 60 80 100

入院

外来

47.0

3.9

53.0

96.196.1
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11
月
３
日（
木
・
祝
）、喜
多
方

プ
ラ
ザ
で「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
交

流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、「
福
島
県
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
」の
中
河
西

宏
樹
代
表
か
ら
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
界

の
事
情
や
国
内
大
会
の
様
子
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、参
加

者
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
聴
い

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、市
と
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
Ｆ

Ｓ
Ｇ
カ
レ
ッ
ジ
リ
ー
グ
国
際
＆

ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
大
学
校
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、家
族
同
士

で
対
戦
し
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　
県
内
55
市
町
村
が
出
場
し
た

「
第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に
お
い
て
、

喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
２
回
戦
で

湯
川
村
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
初
回
に
３
点
を
先
制

し
ま
し
た
が
、直
後
に
逆
転
を
許

し
、敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
結
果  （
10
月
15
日
）

▽
第
２
回
戦

喜
多
方
市
４
ー
湯
川
村
８

皆
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室

☎（
24
）５
３
１
９

　同じ趣味や目的を持って、熱心に活動している市民活動団体や文化団体、スポーツ団体を紹介します。

社会教育関係団体　塩川萌黄会

社会教育関係団体　喜多方水墨会

　 五十嵐  君枝  ☎090（7565）5225 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問

内　　容　美術の研究による美術的資質の向上と、美術活
動を通じて地域の文化意識の高揚、元気なまちづくりを応援
することを目的に活動しています。
　花や果物などの静物、風景、モデルによる人物研修など１
年を通して研修を重ね、年１回会員の作品を展示し発表しま
す。
　日本水墨画会員である、会長の五十嵐氏が講師を務め、初
心者への基本指導で会員全体の実力向上を目指しています。
ぜひ一緒に活動しませんか。
対　　象　小学生以上の方
活動場所　塩川公民館
活動日時 第１土曜日 午前９時 30 分～午後３時
会　　費　年額 12,000 円

内　　容　水墨画の普及や研鑽を行い生活に豊かさや楽し
さをもたらすことと、市の芸術文化の向上を目的に活動して
います。
　毎年９月には水墨画展の開催や、市民文化祭にも参加して
います。
　会員の研修と初心者への技術指導や、作品の裏打ち講習会

（毎年２回）なども行っています。
　日本の伝統文化である、墨の絵を描いてみませんか。初心
者の方も大歓迎です。
対　　象　市内在住の方
活動場所　厚生会館
活動日時 毎週月曜日
会　　費　月額 1,000 円

　 飛弾  誠  ☎（24）2814 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
交
流
会
を
開
催

第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

問

もえ　  ぎ

Interview

津田  崇太朗くん（塩川小１年）
津田  泉佳さん（母）

楡井  ノブ子さん
（祖母）

中村  彩太くん
（第二小４年）

泉佳さん
　eスポーツに関心があり参加しまし
た。ＦＳＧカレッジリーグの生徒の皆
さんが学んでいる事など、お話しが聞
けてよかったです。
崇太朗くん
　お母さんに太鼓の達人で勝つことが
できて、うれしかったです。

ノブ子さん
　孫に一緒に行ってみようと誘われて、参加
しました。普段は見ているだけですが、やっ
てみると簡単にできて楽しむことができま
した。
彩太くん
　大好きなおばあちゃんと対戦しながら楽
しむことができました。
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11
月
３
日（
木
・
祝
）、喜
多
方

プ
ラ
ザ
で「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
交

流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、「
福
島
県
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
」の
中
河
西

宏
樹
代
表
か
ら
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
界

の
事
情
や
国
内
大
会
の
様
子
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、参
加

者
の
皆
さ
ん
は
興
味
深
く
聴
い

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、市
と
包

括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
Ｆ

Ｓ
Ｇ
カ
レ
ッ
ジ
リ
ー
グ
国
際
＆

ア
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
大
学
校
の
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
、家
族
同
士

で
対
戦
し
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　
県
内
55
市
町
村
が
出
場
し
た

「
第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に
お
い
て
、

喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
２
回
戦
で

湯
川
村
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　
試
合
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。
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　同じ趣味や目的を持って、熱心に活動している市民活動団体や文化団体、スポーツ団体を紹介します。

社会教育関係団体　塩川萌黄会

社会教育関係団体　喜多方水墨会

　 五十嵐  君枝  ☎090（7565）5225 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問

内　　容　美術の研究による美術的資質の向上と、美術活
動を通じて地域の文化意識の高揚、元気なまちづくりを応援
することを目的に活動しています。
　花や果物などの静物、風景、モデルによる人物研修など１
年を通して研修を重ね、年１回会員の作品を展示し発表しま
す。
　日本水墨画会員である、会長の五十嵐氏が講師を務め、初
心者への基本指導で会員全体の実力向上を目指しています。
ぜひ一緒に活動しませんか。
対　　象　小学生以上の方
活動場所　塩川公民館
活動日時 第１土曜日 午前９時 30 分～午後３時
会　　費　年額 12,000 円

内　　容　水墨画の普及や研鑽を行い生活に豊かさや楽し
さをもたらすことと、市の芸術文化の向上を目的に活動して
います。
　毎年９月には水墨画展の開催や、市民文化祭にも参加して
います。
　会員の研修と初心者への技術指導や、作品の裏打ち講習会

（毎年２回）なども行っています。
　日本の伝統文化である、墨の絵を描いてみませんか。初心
者の方も大歓迎です。
対　　象　市内在住の方
活動場所　厚生会館
活動日時 毎週月曜日
会　　費　月額 1,000 円

　 飛弾  誠  ☎（24）2814 または生涯学習課  生涯学習係 ☎（24）5318問
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Interview

津田  崇太朗くん（塩川小１年）
津田  泉佳さん（母）

楡井  ノブ子さん
（祖母）

中村  彩太くん
（第二小４年）

泉佳さん
　eスポーツに関心があり参加しまし
た。ＦＳＧカレッジリーグの生徒の皆
さんが学んでいる事など、お話しが聞
けてよかったです。
崇太朗くん
　お母さんに太鼓の達人で勝つことが
できて、うれしかったです。

ノブ子さん
　孫に一緒に行ってみようと誘われて、参加
しました。普段は見ているだけですが、やっ
てみると簡単にできて楽しむことができま
した。
彩太くん
　大好きなおばあちゃんと対戦しながら楽
しむことができました。


